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「アンデスのデザイン」展
糸が彩なすアンデスの染織品、その技と美の魅力にせまる

絵：柳田 基

2012 春
展覧会／講演会

展覧会
アンデスのデザイン
Design in the Andes
2012.4.2（月）▶6.9（土）
10:00 ▶ 16:30（受付は16:00 まで）

於：関西学院大学
      西宮上ケ原キャンパス
　　時計台2階展示室〈入場無料〉

講演会
「アンデスの染織」
講　師：梶谷　宣子 氏
　　（米国メトロポリタン美術館終身名誉館員）
2012.5.12（土）13:30 ▶ 15:00

於：西宮上ケ原キャンパス
　　大学図書館ホール〈聴講無料〉

左 : 神像と双頭のピュー
マ文様頭帯
右 : 獣神文様衣服断片（縁
飾り）

人面幾何学文様帽子断片

獣面文様ヴェール（女性用）

 こんにちは!僕はチャンカイ文化の 
   綴織に表されたネコ科動物さ。

  わっ、動物が
   話してる!?  僕達が楽しくアンデスの 

     デザインを紹介するよ。
 絶対来てね!

 驚くことないよ。僕らだって織物 
   から抜け出してきたんだし。
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第５回公開研究会
共催・会場：黒川古文化研究所
講師：立命館大学非常勤講師　西尾　歩氏
　　　東京国立博物館研究員　塚本　麿充氏　
　　　黒川古文化研究所研究員　竹浪　遠氏
題名：中国の花鳥画
　　　　　̶彩りに込めた思い̶
開催日時：2011年11月12日(土)13:30 ～
 
　今回の公開研究会は、これまでの 4回の開催
経験を踏まえ、二つの新たな試みを行いました。
　その一つは、複数の講師の意見交換を通じて、
作品の持っている姿を探ろうとしたことです。
これまでは、講師と会場に集う人たちとの意見
交換を通じて、より深く作品にせまってきまし
たが、今回は 3名の講師と司会者とのやりとり
が中心となりました。その結果、作品を見る目
が専門的であり、既に準備されていた、という
印象の強い会になり、これまでとの違いが浮き
出た結果となりました。
　この研究会では着眼点が詳細な部分に及んだ
り、複数の異なった見解を目の当たりにし、そ
れが展開していく様子を追うことができます。こ
れらのことを支えるのが、高精細デジタル画像
であることは確かです。従来の図録、書籍の挿図、
スライド（アナログ）の活用とは様相が異なっ
ています。その差異をより明らかにし、活用の
可能性を探るため、引き続き研究会を開催して

いく必要があると考えています。
　二つめの点は、これまでの 4回の研究会では
銀器、鏡、刀装具、染織と工芸品を取り上げて
きましたが、今回は絵画を取り上げました。そ
の意図は、工芸の分野でみられた高精細画像の
有効性が、絵画でも通じるかどうかを探ること
にありました。裏彩色の有り様などを示す拡大
画像、微妙な色合いの提示画像等は、今後の活
用の展望を拓くものでもありました。なお研究
会の内容は、明の画院画家、紀鎮の「春苑遊狗図」
をめぐって、色調の明暗、グラデーションのつ
けかたの繊細さなどが話題になりました。それ
に関連し、宋時代の画絹が緻密な織りであるの
に対し、明時代のそれは隙間が大きく、裏から
の彩色が効果的に施されている点が着目されま
した。この裏彩色は綺麗な発色を実現し、重要
なものを浮かび上がらせるといった効果があり
ます。その他、色の違いによる立体表現、実写
の問題などについて触れられましたが、明の花
鳥画は「装飾性」というマイナス面の強い言葉
で評価されがちであるが、その時代の芸術的な
意志を積極的に評価すべき、との見解が示され
ました。
参加者：57名
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公開研究会
-実物とデジタル画像による文化財考察-
 本室では学内で開催する展覧会と共に、学外関連諸機関との連携を推進し、その活動の成果を広く社会に
公開することを目指しています。その一環として、高精細デジタル画像を活用した公開研究会を 2009 年
度から開催しています。これは京阪神の美術館で行われている展覧会の会期に合わせ、展示作品とそれに
関連する画像とを同時に観察し、見解を話し合おうとする催しです。今年度は以下のような内容で行いま
した。

紀鎮「春苑遊狗図」（全図）

　題　目　高精細画像でみる和鏡
　発行日　2012年3月30日
　内　容　第２回公開研究会
　講　師　川見典久氏（黒川古文化研究所研究員）
　場　所　黒川古文化研究所
　開催日　2009年11月14日
文様の制作方法と工夫点・研磨について・蓬莱鏡における文様に
ついて・愛染明王蓬莱鏡における比較

部分・落款（錦衣
＝画院画家）

部分・庭の縁石（白い裏彩色）

部分・桃の花（雌蕊や臙脂色）

部分・親犬（毛並みの表現）

部分・子犬（眼球の青色）

　これまでに 5回の公開研究会を開催
してきましたが、その内容をより広く
知っていただくために、誌面の形にまと
めました。ここでは画像を多数用いて、
この研究会の意図が伝わるように配慮し
ました。本誌は今後も、編集を終えたも
のから継続して発刊していく予定です。
創刊号は以下の通りです。

高精細画像による文化財研究　第1号

お知らせ
「高精細画像による文化財研究」の創刊


